
区政への主な意見と回答 令和５年 10 月分 

 

10 月にみなさまから寄せられた区政へのご意見・ご要望は 50 件でした。 

そのうち、主なものを掲載します。 

内容から個人が特定されるようなものは除いてあります。 

※区からの回答は当時のものであるため、現在とは異なる場合があります。 

 

お問い合わせ 区政相談課 電話 03-3312-2111（代表） 

 

 

１ 杉並区高井戸図書館の自習室の利用について    令和５年 10 月５日受付 

 

Q  私は小学 6 年生なのですが、高井戸図書館の自習室を利用した際、自習室が中学生、

高校生しか、利用できない状況でした。 

 小学生も受験などで、自習室を利用するのに使えません。他の自習室も遠く、高井戸図

書館の自習室しか、利用できません。中学生、高校生しか、利用できない理由を教えてほ

しいです。そして、小学生など他の方々も自習室を利用できる状況にしてほしいです。 

 

A 高井戸図書館の「自習室」についてですが、この図書館には「自習室」という部屋はな

く、館内の閲覧席で本を読んだり調べたりしていただいています。 

 しかし、席数が少ないこと、ご要望が多いことから、２階の「多目的ホール」を行事等

で使う予定がない時間に、机といすを置いて皆さんに利用していただいています。年齢制

限はなく、どなたでも利用できます。 

 次に、「中学生、高校生しか利用できない」ことについてですが、毎週水曜日の午後（13

時から 17 時）は、この「多目的ホール」を「ＹＡ広場」として、中学生・高校生の方た

ちに限定して利用していただいています。 

 これは、中学生、高校生にもっと図書館を使ってほしい、という思いから、気がねなく

使ってもらえる場所を用意しているものです。この図書館が、高井戸中学校とつながった

建物である、ということも理由の一つです。 

そのため、小学生の方には、水曜日午後の「ＹＡ広場」の時間には児童図書コーナーの

中の座席を利用していただくことになります。それ以外の曜日や時間帯については、行事

等がなければ「多目的ホール」を利用することができるので、館内の表示をご覧ください。 

 これからも、図書館を使っていただき、わからないことや疑問に思うことがありました

ら、どうぞ図書館の職員におたずねください。 

 

                              担当 中央図書館 



２ 杉並区保養所    令和５年 10 月６日受付 

 

Q  数年前までは杉並区の借り上げ（夏季と冬季）の宿を楽しみにしておりましたが、ここ

数年それがありません。税金の問題でしょうが、何年も税金を納めたにも関わらず、年寄

りの楽しみはどんどん下げられていきます。恩恵はますますなくなっていきます。 

  どうしたものですか。 

 

A 杉並区の国民健康保険又は後期高齢者医療制度に加入の方を対象に実施していました

「夏季保養施設（借上げ）」事業は、平成 29 年度で終了いたしました。現在は、加入者で

あれば通年の保養施設として全国の「提携保養施設（国保のてびき P47,48 に記載）」を、

お一人様一泊あたり 500 円割引でご利用いただける事業を実施しております。 

 

                                担当 国保年金課 

 

3 東京都ベビーシッター利用支援事業の導入希望    令和５年 10 月 10 日受付 

 

Q 現在杉並区は東京都のベビーシッター利用支援事業を導入していませんが、今後の導入

予定はあるのでしょうか。 

 もしないのであれば理由を教えていただきたいです。 

 私は来年以降の妊娠・出産を予定していますが、共働きで働く夫婦の子育てを考えるに

あたり、この制度がないのは非常に残念です。 

 杉並区独自のベビーシッターに利用できるサポートもあることは認知していますが、

使用できる時間・金額が東京都のものとは桁違いで、導入のある区への引越しも夫婦で話

し合って検討しています。 

 ぜひ導入の検討をお願いいたします。 

 

A 東京都ベビーシッター利用支援事業（一時預かり利用支援）の導入につきましては、同

様のご要望を多くいただいております。こうした皆さまの多様なニーズに応えるととも

に、ベビーシッターを安心して利用できる環境を整備することを目的に、現在制度の導入

に向けた検討を行っているところですので、ご理解のほどよろしくお願い申し上げます。 

 区といたしましては、今後も子育て家庭をとりまく環境やニーズの変化、その時々の社

会情勢を踏まえつつ、子育ての負担感や不安を少しでも軽減できるよう更なる子育て支

援サービスの充実を図っていきます。 

 

                             担当 地域子育て支援課 

 



４ 小学校の校庭照明の設置のお願い    令和５年 10 月 10 日受付 

 

Q 小学校一年生の子供が、サッカークラブに入りました。コロナでの制限で沢山我慢して

きた子供たちが、やっと普通にスポーツができるようになり、夢中になっている姿を見て

いると、親としては応援したい気持ちでいっぱいです。 

 しかし、夏は暑く体調の面から練習に制限がかかり、ようやく涼しくなったかと思った

ら、日が暮れるのが早く校庭が真っ暗になってしまい練習することができません。 

 公園でもボールを蹴れる場所が制限され、道路で練習すれば苦情が来てしまうご時世

です。 

 どうかもっと子供たちがいっぱい身体を動かせるように、小学校のグラウンドへの照

明設置を検討してください。 

  

A 学校開放事業は、教育活動に支障のない範囲で学校の校庭や体育館、会議室等諸室を登

録団体等区民の皆様に使用していただいている事業です。主に小学校の校庭では、少年団

体（当該校の通学区域に居住する児童で構成された団体）がサッカーや野球等スポーツを

行っています。 

 この度、ご要望いただきました小学校の校庭への照明設置につきましては、区立小・中

学校が住宅地にあることから、夜間でも非常に明るいこと、夜間に活動することによって

騒音等が発生することもあり、近隣の理解が得られない限り新たな設置は困難であると

考えております。 

 なお、馬橋小学校、方南小学校、松ノ木中学校、向陽中学校、西宮中学校（庭球場のみ）

には、照明設備が設置されておりますため、夜間についても、活動できる環境となってお

ります。少年団体として使用を検討される際は、近隣との取り決め等により、使用に関す

る制限がありますので、各学校へお問い合わせください。 

 

                                担当 学校支援課 

 

５ 学校給食無償化ではなく補助にしてはどうか    令和５年 10 月 11 日受付 

 

Q 給食無償化は素晴らしいように言う方が多いですが、そう思いません。食べ盛りの子ど

も達は、給食が少なくて悲しいと言います。無償化の財源を今の給食費に加えることで、

栄養、質、量ともに全国でも有数の内容にしてはいかがでしょうか。 

 子ども達がお腹を空かせているのであれば無償でも嬉しくはありません。費用がかか

らないことが一番と考える保護者もいると思いますが、無償化がよいか、質と量を充実さ

せるほうがよいかと問われたら後者が多いと思います。 

 他の自治体と横並びの施策と差別化もできます。給食費にこだわる保護者が一定数い



るのであれば、今の負担額を半額にして、そこに無償化財源を当てることでも、現状の

150％の費用になります。物価高の中、子ども達に充実した給食を提供する、ありそうで

ない素晴らしい工夫だと思います。 

 苦労されているふるさと納税もこのような取り組みに賛同を募るような仕組みを加え

れば、また別の視点での取り組みの工夫と感じてもらえるのではないでしょうか。話題に

なることで、自分の住んでいる杉並の状況にも理解が増えるかもしれません。 

 

A 教育委員会事務局では、令和 4 年度から「杉並区立学校における義務教育保護者負担軽

減のあり方検討委員会」を設置し、検討を進めると同時に、児童生徒の保護者に対しアン

ケートを行い、ニーズを確認しました。その結果、保護者の負担額が高く、より多くの児

童生徒が対象となって、公平に給付できる学校給食費の公費負担（無償化）が、望ましい

支援策の候補として適しているとしたところです。 

 学校給食費の無償化は、少子化が加速する中で子育てを社会全体で支える視点から、子

育てにおける経済的負担の軽減を図ることを目的に実施しております。 

 ご提案の中にありましたとおり、学校給食の質の充実というのは、学校給食を提供する

上で欠かせない考えであり、物価が高騰している現状を適切に確認し、必要な給食費を算

出しております。今後も物価高騰が続くようであれば、給食の質を維持する対策を検討す

る必要があると考えております。また、ふるさと納税を利用することをご提案いただきあ

りがとうございます。今後も保護者から集金した給食費に区の補助を加えることや他区

の取組み等、様々な角度から検討を行っていきます。 

 なお、学校給食の量につきましては、文部科学省が示す栄養摂取基準に合わせて献立を

作成しており、栄養摂取の過不足がないよう調整して提供しております。 

 今後も食材調達や献立作成に工夫を重ね、多種多様な食品をバランスよく使用し、安全

安心でおいしい給食の提供に取り組んでいきます。 

 

                                  担当 学務課 

 

６ 高齢者サービス手続きが不便    令和５年 10 月 16 日受付 

 

Q 区役所 1 階の物販コーナーが営利優先と感じています。 

また、高齢者サービスをワンストップ手続きにしてください。高齢者の手続きが、2 階 

後期高齢者医療制度、3 階介護保険課、別館（西棟）にオムツ代補助申請とあちこちに行 

かないとできません。 

以前にもお電話や直接区役所でお話ししましたが、変わりません。平日昼間に仕事を休 

み手続きをしなければならず、あちこちの窓口を回るのが大変です。 

 



A  高齢者部門をはじめとする区の窓口業務について、可能な限り区民の皆様の利便性を

向上させることは大変重要と考えます。そのため、区では多くの皆様が利用する部門は区

役所の低階層に集約するとともに、部門相互の関連性を考慮した配置にも努めていると

ころです。しかしながら、今の庁舎スペースは限られており、一定の限界があることも事

実ですので、今後、老朽化に伴う庁舎改築を行う際には、より一層来庁する区民の視点に

立った配置を考えてまいります。なお、ご指摘の「高齢者サービスのワンストップ手続き

コーナー」につきましては、現時点では参考にすべき他自治体の事例は無いものの、ご趣

旨を踏まえて調査・研究に努めていく考えです。 

 このほか、区民の皆様が必要な手続きを計画的にデジタル化し、区役所にお越しになら

なくても、インターネットを利用して対応できるようにすることも重要な課題です。高齢

者部門におきましても、現在、「要介護認定の申請」や「居宅（介護予防）サービス計画

作成（変更）依頼の届出」「高額介護（予防）サービス費の支給申請」など８つの手続き

がオンラインで可能となっており、今後も高齢者のデジタルデバイド（情報格差）に配慮

しつつ、順次拡大を図っていくこととしております。 

次に、本庁舎の１階につきましては、杉並区役所利用者に飲食を提供するとともに、障

害者福祉の向上に役立てるために設置した FikaFika、交流自治体の物産品や区の関連商

品、なみすけグッズを販売するコミュかるショップ、高齢者の手作り商品を販売する銀の

手などがあります。 

 設置にあたり福祉の向上や交流自治体のＰＲなどの一定の目的があることから、区と

しても使用を許可しているところです。 

 

                           担当 高齢者施策課／経理課 

 

７ スマート連絡帳を導入してください    令和５年 10 月 18 日受付 

 

Q 私は区立の保育園に子ども２人を保育していただいています。日頃から保育士の先生が

たには本当にお世話になっており、ありがたく思っています。 

 2 歳クラスまでは、個別の連絡帳のやり取りですが、3 歳クラスからはクラスごとに今

日の保育日誌という形で１枚紙が毎日作成され、職員室前のガラス窓に掲示される形に

なっています。 

 個別の連絡帳だったのがクラス単位の日誌になることは、3 歳クラスから保育士あたり

の人数が増えるので仕方ないことと思っていますが、スマート連絡帳を導入いただけれ

ば様々なメリットがあります。 

・ペーパーレスによる環境配慮 

・印刷コストの削減 

・電話連絡以外の連絡方法があることで保護者が時間を気にせず夜間などでも園に連絡 



可能になり連絡の利便性が高まる 

・緊急性のない連絡でも職員が電話を取る必要があったことから解放される 

・出欠席の連絡などの一覧性が上がり職員間の伝達漏れリスクが減少する 

 デメリットとしては最初に PC 数台を準備しないといけないことや、職員が慣れるまで

は入力を手間に感じるということがあります。 

 前向きにご検討のほどお願いいたします。 

 

A 杉並区では令和 4 年 3 月に「杉並区デジタル化推進計画」を策定し、その中で「デジタ

ル技術を活用した保育サービスの提供」に取り組むことを掲げています。 

  具体的には、区立保育園等にスマートフォン等から連絡帳の閲覧・更新や欠席・遅刻の

連絡ができるアプリケーションを導入し、保護者の皆様の利便性の向上を図るとともに、

保育園職員の業務の効率化を図ることで、これまで以上に保育士が子どもと関わる時間

を確保し、保育の質の向上につなげることを目的としています。 

 このアプリケーションの導入につきましては、現在、一部の園で試験導入し、実証実験

を行っているところであり、令和 6 年度から区立保育園等全園で利用開始するよう準備

を進めているところです。 

 ご要望に記載のありました保育日誌の掲示につきましても、アプリケーション導入後

は、その機能を用いて保護者の皆様にお知らせをしていく予定です。 

 

担当 保育課 

  

８ 給食における未利用魚の積極利用に関する提案    令和 5 年 10 月 19 日受付 

 

Q 未利用魚とは、漁獲されても「規格が合わない」「見た目が悪い」などの理由で価値が

つかずに消費されない魚のことで、その量は全漁獲量の 3 割ほどを占めると言われてい

ます。フードロスや SDGs、海洋教育などの観点からこうした魚を教育現場の学校給食と

して活用することには子どもたちにも生産者にも大変な意義があると考えます。 

 区が魚を積極的に献立に取り入れていることは承知していますが、未利用魚の利用に

ついても検討していただければ幸いです。参考までに前例としては横浜市が学校給食に

おける未利用魚を使用したものがあります。 

 

A 普段の生活の中で、多くの魚を知っているようでも、未利用魚の存在を正しく理解して

いることはあまり多くありません。そのようなことを「知る」ことは大切だと考えていま

す。横浜市の取組みのように、学校給食に取入れ、給食を生きた教材として学習とリンク

させることは効果的な方法だと思います。 

 区でも学校給食に様々な魚を取り入れています。例えば、アブラツノザメやモウカザメ



等のサメ類、メルルーサやホキ等の家庭では食べることがない魚をいろいろな調理法で

提供しています。また、小さくて敬遠されがちな豆アジやきびなご等も骨まで食べられる

ように揚げ物にして提供し栄養バランスにも配慮しています。 

 今後も食材調達や献立作成に工夫を重ね、多種多様な食品をバランスよく使用し、安全

安心でおいしい給食の提供に取り組んでいきます 

  

                                 担当 学校務課 

 

９ 都市計画道路 131 号について  令和５年 10 月 25 日受付 

 

Q 杉並区西荻南３丁目の貸地に建っている建物を老朽化のため建て替えたいと考えてい

ます。都市計画道路 131 号の計画に敷地の半分が掛かっており、本日、都市整備部管理

課へ行き相談したところ、建築制限を受けると説明されました。 

 この計画は昭和 22 年に決定され、それから今までの間、西荻地域の情勢も大きく変化

しています。計画そのものを見直すとともに、建築の規制も見直してほしいです。また、

今後の計画の実行または見直しの見通しについて継続的に情報提供してほしいです。こ

の計画に関係する住民等と区長の話し合いの場を設けてほしいし、設けるべきです。 

 

A 都市計画道路第131号線は、杉並区荻窪三丁目から西荻南三丁目に至る延長約2.37km、

計画幅員が 12ｍの都市計画道路で、昭和 22 年に計画決定され、現在、完成率は 40.20％

と６割弱が未完成の状況となっております。 

 東京都と特別区及び 26 市２町は、将来都市計画道路ネットワークの検証を行い、その

必要性を確認しているものの、事業着手までに期間を要することとなり、都市計画法によ

る建築制限が長期化することが想定される路線（131 号線の未整備区間を含む）について、

都市計画道路の整備形態等に関する新たな検証項目を設け、計画内容を検討してきまし

た。この検討の結果を踏まえ、令和元年 11 月に「東京における都市計画道路の在り方に

関する基本方針」を策定し、見直すべきものは見直す一方で、必要な都市計画道路の整備

を着実に進めて行くこととした上で、131 号線は引き続き現在の計画が存続されることと

なりました。 

 都市計画道路の計画決定区域内での建築制限については、将来における事業の円滑な

施行を確保するためのものですが、関係権利者が長期間にわたり土地利用の制限がかか

ることなどから、各土地に対する都市計画道路区域の割合等に応じて、固定資産税と都市

計画税の算定の基礎となる価格に対し、0.90～0.60 の補正率（東京都区部の例）を乗じて

評価することにより、周辺の土地と比較して税負担を軽減する措置が講じられてきまし

た。さらには建築に際する許可基準を２階以下から３階以下にするなどの緩和による見

直しも行っています。 



 今後、東京都などによる次期事業化計画の策定に向けた取組が進められる予定ですが、

計画案の公表に際しましては、改めて幅広くご意見を伺う機会があるものと認識してお

り、区としましてもその周知徹底等に努めていきます。 

 

                        担当 都市整備部管理課／土木計画課 

    

10 校庭開放利用（団体）使用について    令和５年 10 月 25 日受付 

 

Q 私の家は、小学校及び中学校の住宅街に位置する場所にあります。 

土日校庭利用する団体の方の車、バイク等の利用により、学校近隣住人として、安心、 

安全な生活が脅かされており、困っています。 

杉並区の担当部署にも先日相談させていただきましたが、団体様を擁護する回答しか 

なく、住民には我慢（様子見）してほしいとの回答です。 

近隣住人を一番と考え、誓約書を無視される団体を擁護し続けるのはいかがなものか。 

 

Ａ まずは、小・中学校の近隣にお住いの要望者様に、学校開放登録団体の車、バイクの利

用のためご迷惑をおかけしましたことを深くお詫び申し上げます。先日、ご連絡を受けた

後、当該団体へ事実確認と二度とこのようなことがないように注意をさせていただきま

した。 

 学校開放事業は、近隣住民の皆様の理解が得られなければ成り立たない事業であると

考えており、学校開放登録団体には学校施設や近隣住民の皆様の生活に支障が生じない

よう、ルールを遵守することについての誓約書を提出いただいております。そして、その

内容が守られない場合には注意を行い、万が一是正されない場合は、登録校の校長の意見

を聴取した上で、登録団体としての認定の取り消し、又は学校施設の使用を制限すること

となります。担当する部署としましては、学校開放登録団体への注意とその後の是正状況

の確認が必要と考えております。 

  

                                担当 学校支援課 

 

11 就学援助世帯の給食費無償化について    令和５年 10 月 26 日受付 

 

Q こどもが複数おり、現在就学援助を受けています。今まで給食費は一度お支払いしたの

ち、就学援助で返ってきました。10 月から給食費が杉並区にて補填いただけることにな

ったと聞きました。今までお支払いされていた方は、今年度分が返ってくるわけですから

「生活費が増える」と思います。しかし、収入が低いから就学援助を受けている世帯の生

活費は増えることなく「変化していない」のが現状です。 



 「保護者の家計負担を減らす名目」で実施されたのであれば、ひとり親、非課税世帯と

同様に就学援助受給世帯にもプラスになるような制度が必要だと思います。現状、何の補

填もない状況はただただ苦しいだけです。 

 この状況をどのようにお考えか、また対策があるか伺いたいです。 

 今は、こどもが多いと損だと感じます。子沢山の親が杉並区だったら子育てが楽だと言

えるようにしていただきたいと思います。 

 

A  区では昨年、教育委員会内に「杉並区立学校における義務教育保護者負担軽減のあり

方検討委員会」を設置し、保護者を対象としたアンケート調査や区政を話し合う「聴っく

オフ・ミーティング」の意見などを踏まえ、「保護者の負担額が高く、より多くの児童生

徒を対象に公平に給付できるものとして、学校給食費の無償化は望ましい支援策の候補

として適している」等の検討結果をまとめてきました。 

  この検討委員会の報告や、国の動向などを踏まえ、令和５年第３回区議会定例会に学校

給食費無償化にかかる補正予算案を提出し、令和５年 10 月から令和６年３月までの区立

小中学校の給食費の無償化が正式決定となりました。 

  区立学校に通うお子さんのいるすべての世帯で、10 月以降は給食費をお支払いいただ

く必要がなくなったことから、就学援助制度による給食費の支給もなくなりましたが、給

食費以外の入学準備金や修学旅行費等については、就学援助を受給されている世帯のみ

にこれまでどおりに支給いたします。 

  就学援助が経済的理由によって就学が困難な方への制度であることを踏まえ、適切な

援助が行えるよう、今後も検討していきます。 

 

                                  担当 学務課 

 

12 阿佐谷北再開発に反対    令和５年 10 月 31 日受付 

 

Q 杉並第一小学校の病院跡地への移転には、反対します。区のガイドマップでは、2M の

水没地区です。小学生が 2 階に避難することを説明するような危険な場所へ追いやるこ

とはやめてください。この計画を考え直してください。 

 いくら小学校をかさ上げするとしても、周りは水没してしまい、小学生はボートで逃げ

るのでしょうか。今の場所に残す方法を考えてください。病院跡地は、区の言う「緑の創

生」と言うことで、緑豊かな公園にしてください。 

 

Ａ 水害が発生した場合は、自宅等の上階に避難する垂直避難が基本であり、学校において

も同様です。仮にハザードマップで想定されているような浸水があったとしても、校舎の

２階以上に避難することで、安全が確保できると考えています。 



 また、周辺への雨水流出対策については、敷地内で雨水を処理することが原則であるこ

とに加え、学校などの公共施設については、雨水流出抑制の基準を、通常の民間のマンシ

ョンなどよりも 1.2 倍の量の対策をすることが必要となっております。よって、雨水貯留

槽等の設置などにより、周辺道路への雨水流出を抑制することができます。この対策によ

り、新たな小学校用地のみならず、周辺への浸水対策にも寄与するものと考えております。 

 なお、病院跡地は、街区の北東側において、時間最大雨量 153mm、総雨量 690mm の

豪雨が区全域に発生した場合に、0.1ｍから 2.0ｍぐらいの浸水が予想されるとしていま

すが、区で確認している範囲では、昭和 56 年以降、浸水の履歴は無く、区内で多くの浸

水被害が発生した平成 17 年９月４日の集中豪雨（下井草において時間 112mm の降雨を

記録）の際にも本地域において浸水被害は発生しておりません。 

 小学校の移転については、現在、様々なご意見をうかがっているところですが、小学校

の病院跡地への移転については、現在地より敷地が 1,000 ㎡以上広く、広い校庭の確保が

可能となること、幹線道路に面した現在地より静かな環境となること、仮設校舎がなく改

築中の教育環境への負担が極めて少ないことなど、メリットは大きいと考えており、病院

跡地を公園とする考えはありません。 

 

                        担当 学校整備課／事業調整担当課 

                           


